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本論文は,大規模な共有ﾒﾓﾘ型ﾏﾙﾁﾌﾟﾛｾｯｻを構成できるｱ-ｷﾃｸﾁｬ

でありﾒﾓﾘが分散配置されている, NUNA(Non-Unifor皿Me皿Ory Access)型ﾏﾙﾁﾌﾟ

ﾛｾｯｻｼｽﾃﾑを対象として,ﾒﾓﾘ管理を考慮したﾌﾟﾛｾｯｻｽｹｼﾞｭ-ﾘﾝ

ｸﾞ方式に関する研究をまとめたものであり,序論･結論を含め6つの章からなって

いる.

第1章では,本研究の背景,目的,およぴその意義を述べるとともに,本論文の

内容を概説している.

第2章では,本研究を理解する上での基礎知識を与えている.具体的には, NUWA

型ﾏﾙﾁﾌﾟﾛｾｯｻｼｽﾃﾑのｱ-ｷﾃｸﾁﾔ.ﾌﾟﾛｾｯｻｽｹｼﾞｭ-ﾘﾝｸﾞ,ﾍﾟ

-ｼﾞﾌﾟﾚ-ｽﾒﾝﾄについて概説し, -般的な特徴について述ﾍﾟている.とくに,

NU淑A型ﾏﾙﾁﾌﾟﾛｾｯｻｼｽﾃﾑでは,効率的なｽｹｼﾞｭ-ﾘﾝｸﾞを行うためには,

ﾌﾟﾛｾｯｻｽｹｼﾞｭ-l)ﾝｸﾞがﾒﾓﾘ管理とくにﾍﾟ-ｼﾞﾌﾟﾚｰｽﾒﾝﾄ方式と連動

すﾍﾟきものであることを指摘している.さらに,閑連研究を紹介し, NUHA型ﾏﾙﾁ

ﾌﾟﾛｾｯｻｼｽﾃﾑを対象としたこれまでのﾌﾟﾛｾｯｻｽｹｼﾞｭ-ﾘﾝｸﾞの問題点

を指摘するとともに,本研究の目的を詳述している.

第3章では,本研究で行うﾌﾟﾛｾｯｻｽｹｼﾞｭ-ﾘﾝｸﾞ方式の性能評価に用いる

ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝﾓﾃﾞﾙを詳述している.具体的には,ｸﾗｽﾀ型NUMAﾏﾙﾁﾌﾟﾛ

ｾｯｻｼｽﾃﾑのｱ-ｷﾃｸﾁﾔﾓﾃﾞﾙ,ﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙ,ｽｹｼﾞｭ-ﾗﾓﾃﾞﾙ,

およびこれらのｵ-ﾊﾞへﾂﾄﾞﾓﾃﾞﾙを述ﾍﾟている.

第4章では,ﾎ-ﾑｸﾗｽﾀという概念を提案し,この概念を基盤において,ﾌﾟ

ﾛｾｯｻｽｹｼﾞｭ-ﾘﾝｸﾞ方式とﾍﾟ-ｼﾞﾌﾟﾚ-ｽﾒﾝﾄ方式それぞれにおいて,い

くつかの遺択肢を捉案している.さらに,これらの選択肢の組み合わせからなる方

式として,計10通りの方式を捉案し,これらの特徴について定性的に議論してい

る.

第5章では,第4章で捉案した10通りの方式をｼﾐｭﾚｰｼｮﾝにより評価し

ている.その結果,ﾎ-ﾑｸﾗｽﾀへ優先的にﾌﾟﾛｾｯｻ割り当てとﾍﾟ-ｼﾞ割り当

てを行う方式が優れていることを明らかにしている.さらに,捉案方式の中で優れ

ている方式を用いた場合のｼｽﾃﾑ性能を,既存の代表的なﾌﾟﾛｾｯｻｽｹｼﾞｭ-

ﾘﾝｸﾞ方式を用いた場合のそれとｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝを用いて比較し.本方式の有効

性を示している.

第6章では,以上の研究成果についてまとめ,今後の課題を明らかにしている.



論文審査結果の要旨

本論文は,大規模で共有ﾒﾓﾘを有するﾏﾙﾁﾌﾟﾛｾｯｻｼｽﾃﾑであるNUNA

(Non-Uniform誠emory Access)型ﾏﾙﾁﾌﾟﾛｾｯｻｼｽﾃﾑを対象として,本ｼｽﾃ

ﾑの特徴であるﾒﾓﾘｱｸｾｽの不均-性に注目して,ﾒﾓﾘ管理を考慮した効率

的なﾌﾟﾛｾｯｻｽｹｼﾞｭ-ﾘﾝｸﾞ方式を捉案し,ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝを用いた性能評

価により,捉案手法の有効性を示したものである.本論文の主な成果は以下に要約

される.

1.ﾒﾓﾘﾓｼﾞｭ-ﾙの分散配置に起因してﾒﾓﾘｱｸｾｽの不均-性を有する

Nt畑A型ﾏﾙﾁﾌﾟﾛｾｯｻｼｽﾃﾑのｽｹｼﾞｭ-ﾘﾝｸﾞでは,従来から考慮されてい

るﾌﾟﾛｾｽの時間的/空間的配置だけでなく,ﾌﾟﾛｾｽの仮想ﾍﾟ-ｼﾞをﾒﾓ])ﾓｼﾞ

ｭ-ﾙへ配置するﾍﾟ-ｼﾞﾌﾟﾚ-ｽﾒﾝﾄ方式が重要であることを指摘した.

2.ｸﾗｽ型NUMAﾏﾙﾁﾌﾟﾛｾｯｻｼｽﾃﾑを対象として,ﾎ-ﾑｸﾗｽﾀという

概念を捉案し,この概念を基盤においた方式を含んで,ﾌﾟﾛｾｯｻｽｹｼﾞｭ-ﾘﾝ

ｸﾞ方式とﾍﾟ-ｼﾞﾌﾟﾚ-ｽﾒﾝﾄ方式それぞれにおいて,いくつかの選択肢を捉案し,

これらの選択肢の組み合わせからなる方式として,計10通りの方式を示した.さ

らに,これらの方式をｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝを用いて性能評価し,ﾎ-ﾑｸﾗｽﾀへ健

先的にﾌﾟﾛｾｯｻ割り当てとﾍﾟ-ｼﾞ配置する組み合わせが有効であることを明らか

にした.

3.上記の結果最も優れている方式を,既存の代表的であるEqui-partition方式,

Dynanic方式,およびCluster-Li血ited方式とｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝによりｼｽﾃﾑ性能

評価/比較し,本方式が優れていることを明らかにした.

以上のように,本論文は,ﾒﾓﾘｱｸｾｽの不均-性を有するNUMA型ﾏﾙﾁﾌﾟﾛ

ｾｯｻｼｽﾃﾑにおけるﾌﾟﾛｾｽのｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞ方式に閑して,ﾒﾓﾘ管理を

考慮したﾌﾟﾛｾｯｻｽｹｼﾞｭ-ﾘﾝｸﾞ方式の有効性を示したものであり,並列処理

のｽｹｼﾞｭ-ﾘﾝｸﾞの分野において,学術上,実際上寄与するところが少なくない.

よって,本諭文は.博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める.


